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平成 29 年度 大田区区民協働推進会議（第６回） 

日時：平成 30 年２月８日（木） 

場所：本庁舎２階 205 会議室 

【議題】 

１ 地域力応援基金助成事業について 

（１）平成 30 年実施ステップアップ助成（継続審査）について 

（２）平成 30 年実施スタートアップ助成（継続審査）について 

（３）平成 30 年実施ジャンプアップ助成（継続審査）について 

 

２ 平成 29 年度調査・研究テーマについて 

（１）「おやじの会の実態調査」の状況について 

 

３ その他 

【出席者】 

委員：中島・牛山・川口・杉崎・平澤・茂野・寺田・志村・ 櫻井・柳谷・長沼 

事務局：地域力推進部長、区民協働担当課長・地域力連携協働支援員・区民協働担当２名 

【会議録】 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

会長 

 

部長 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

委員 

 

会長 

≪開会≫ 

 

ただいま、委員 11 名のうち 10 名にご出席していただいています。過半数に達していま

すので、大田区区民協働推進会議設置要綱第６条に基づき、会議は有効に成立したこと

をご報告申し上げます。 

 

≪会長あいさつ≫ 

 

部長から挨拶をお願いします。 

 

≪部長あいさつ≫ 

 

会議を始めさせていただきます。 

まず、「地域力応援基金助成事業」の議題のうち、「平成 30 年実施ステップアップ助

成（継続審査）について」について、事務局から説明をお願いします。 

 

≪審査資料配布≫ 

 

助成事業の審査内容につきましては、非公開の取扱いとなっております。配付資料につ

きましては、後刻、職員が資料を回収いたします。 

ステップアップ助成の継続審査は、３団体から申請があり、1月 30 日（火）に面接審査

を行いました。事業内容、申請額及び審査結果につきましては、審査資料のとおりです。 

 

≪委員全員で審議（質疑・応答）≫ 

 

事務局案でよろしいですか。 

 

≪委員承認≫ 

 

それでは、審査結果に基づき、区長へ推薦する団体を決定します。 
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≪配布資料回収≫ 

 

次に「平成 30 年実施スタートアップ助成（継続審査）について」について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

≪審査資料配布≫ 

 

スタートアップ助成の継続審査は、７団体から申請があり、1月 23 日（火）に面接審査

を行いました。事業内容、申請額及び審査結果につきましては、審査資料のとおりです。 

 

≪委員全員で審議（質疑・応答）≫ 

 

事務局案でよろしいですか。 

 

≪委員承認≫ 

 

それでは、審査結果に基づき、区長へ推薦する団体を決定します。 

 

≪配布資料回収≫ 

 

次に「平成 30 年実施ジャンプアップ助成（継続審査）について」について、事務局か

ら説明をお願いします。なお、ここからは牛山副会長が進行を行います。 

 

≪会長退席≫ 

 

≪審査資料配布≫ 

 

ジャンプアップ助成の継続審査は、１団体から申請があり、1月 30 日（火）に面接審査

を行いました。事業内容、申請額及び審査結果につきましては、審査資料のとおりです。 

 

≪委員全員で審議（質疑・応答）≫ 

 

事務局案でよろしいですか。 

 

≪委員承認≫ 

 

それでは、審査結果に基づき、区長へ推薦する団体を決定します。 

 

≪配布資料回収≫ 

 

次に、本推進会議が取り組む調査・研究テーマ「おやじの会の実態調査」ついて、事務

局より説明をお願いします。 

 

学校回答分については、前回の会議でご報告したとおりです。現在の調査票回収状況で

すが、「学校回答分」については全区立小・中学校から回収済です。「おやじの会回答

分」については、小学校は未回答１校、一部未回答１校です。中学校は、全て回収済で

す。今回は、回答が出揃っている中学校の「おやじの会回答分」についてご説明します。 

前回もご説明しましたが、区立中学校において、おやじの会が「あり」は約３割、「な

し」は約７割です。 

「おやじの会回答分」の結果はこのとおりです。 
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小学校のおやじの会の回答が揃えば、中学校と比較できますので、次回の推進会議では、

まとめたものをご報告できる見通しです。なお、当初、この調査は年度内に終わらせる

予定でしたが、調査票未提出のおやじの会もあることから、来年度もご議論いただくこ

とになると考えております。 

 

ただいまの説明内容につきまして、質問・意見等がございましたら発言願います。 

 

PTA の組織の中に父親も入っているだろうと思いますが、なぜ PTA とは別に、おやじの

会を作るのでしょうか。 

 

私は PTA 会長経験があります。会長こそ男性が多いですが、「PTA 活動は母親が行うも

のだ」という認識の保護者が多いように思います。男性保護者どうしで話す機会は少な

いのですが、おやじの会があることで、男性保護者がクラスの課題などを話し合う機会

が生まれ、教育に関心を持つきっかけにもつながっていると感じています。 

さらに、おやじの会のメンバーの中から次期 PTA 会長の候補も上がってくることもあり

ます。 

■会の概要（全９校） 

・会員数 

 １桁台、10 人台、20 人台が各３校。一部に、OB を含む旨の記載をしている学校あり。 

 

■組織運営 

・会則の有無 

  会則があるのは３校で、会がある学校全体の３分の１。 

・存在する役職（※複数回答あり） 

 会を代表する「会長」「代表」の役職を置くのが６校。その他の会を運営するための役職

（副代表／副会長、会計など）も見られる。一方で、役職を置いていないのも３校あり。 

・定例会の頻度 

 「不定期」が５校と最多。定期開催をしているのは２校のみ、開催していないのは２校。 

・主な収入 

 PTA で予算立てしているのが６校と最多。一方、まったく収入の方法がないのも３校あり。 

・年会費 

 会員から年会費を徴収しているのは０校。 

・ユニフォームの「形態」と「色」 

「ユニフォームなし」が６校と最も多い。次いで「Ｔシャツ」が２校と続く。 

・おやじの会で実施している事業、行事 

主催行事、PTA への協力、学校への協力、地域への協力、他校との交流といった活動が見 

られる。会がある９校すべてで、学校への協力が行われている。 

 

■発足時期 

 最も歴史の長い会は 2001 年発足。小学校と比較し全体的に新しい。特に、３校はこの２

年以内に発足。 

 

■会の状況 

・近年の会の規模の状況 

 拡大：横ばい：縮小が１：２：１。「拡大」と回答しているのはこの２年以内に発足した

会。最も歴史の長い会は「縮小」と回答。 

・会の自慢できる点、課題と感じる点 

 楽しく活動している点が自慢、会員の確保が課題と感じている会がそれぞれ過半数を占め

る。 
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おやじの会は、男性が学校行事や地域活動に参加するきっかけづくりだと感じます。 

 

「主な活動費」について、PTA で予算立てしていると回答しているのが６校ありますが、

この６校は PTA 活動への協力をしているのでしょうか。 

また、おやじの会の事業として回答があるパトロールは、PTA も協力して行っているの

でしょうか、それともおやじの会単独で行っているのでしょうか。 

 

PTA への協力状況をみると、PTA で予算立てされている会が、その対価としてボランテ

ィアをしているというわけではなさそうです。これからさらに分析を進めていきます。 

また、パトロールについてですが、おやじの会がやってくれるから PTA ではやっていな

いということはなく、おやじの会の活動はPTA活動を補強する形で行っているようです。 

特に中学校のおやじの会は会員数が多くないこともあり、PTA 活動のように、当番制な

どで人数を定常的に確保して取り組むことは得意ではないと考えます。おやじの会は、

「できる人ができる時にできることを」というスタンスで活動しているといえます。 

 

おやじの会の活動は、PTA と連携したものも多いかもしれません。この調査で実態が明

らかになることで、議論を深められるのではないかと考えます。 

 

男性保護者は、時間等の制約があり物理的に PTA に参加できないのか、組織の義務感を

負担に感じて心理的に参加できないのか、どちらなのでしょうか。 

また、会員はおやじの会を通して地域活動を始める場合と、それとも以前から PTA 等で

役員を務める中でおやじの会に参加する場合と、どちらが多いのでしょうか。 

 

PTA に参加しづらい理由は、物理的、心理的の両方があるのではないでしょうか。 

 

後半の質問については、おやじの会がきっかけで地域活動につながるケースが圧倒的に

多いと思います。おやじの会が、祭礼など地域活動に協力している場合は、そのおやじ

の会の会員も自ずと地域活動に参加することになります。もともと地域とつながりがあ

った会員が、自身が所属するおやじの会を地域につなげているようです。 

会社でのつきあいとは異なる、地域での友達ができるメリットを感じて参加している会

員もが多いのではないかと思います。若いうちから地域活動に参加していれば、仕事を

リタイアした後も引き続き参加が期待できるのではと思います。 

 

おやじの会は全国各地にあると思いますが、全国調査はあるのでしょうか。 

 

まだ見かけたことはありません。 

 

予定していた議題は以上です。その他、何かございましたら発言願います。 

事務局から報告等はありますか。 

 

《事務連絡なし》 

 

それでは、次回の推進会議の日程について、事務局からお願いします。 

 

《平成 29年度 第７回は、３月 16日（金）に開催》 

 

《閉会》 

 


